
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ヒトデの腕は何本？ 

－ヒトデの仲間－ 

 ようやく台風ができました。1951 年以

降で 2 番目に遅かったそうです。ちなみ

に一番遅かったのは 1998 年とのことです。

みなさんも覚えているかもしれませんが、

1998 年といえば、大規模なサンゴの白化

現象が起きた年です。実は今年の夏も高

海水温が予想されていて、白化が心配さ

れています。台風の発生の遅れも白化も

エルニーニョと関連しているのではない

かと言われており、せっかく回復しつつ

ある慶良間のサンゴたちに白化が起きて

欲しくない身としては、いやな感じです。

今のところはまだ白化は起きておらず、

夜の海ではいつもどおりたくさんのサン

ゴが産卵しています。今年は、いつもの

年に比べるとウミウサギガイやヒトデの

仲間が多く目につきます。ヒトデとして

は、アオヒトデやオオアカヘビヒトデは

もちろん、アカヒメジュズベリヒトデ、

ゴマフヒトデ、イソマクヒトデ、それに

比較的めずらしいオオトゲルソンヒトデ

やノコギリヒトデも目にしました。 

 ところで、みなさんは、ヒトデの腕が

何本か知っているでしょうか（ヒトデの

星形に伸びている部分のことを、正しく

は‘腕’と呼びます）。「‘人手’なの

だから 5 本（指の数）だろう」という人

がほとんどだろうと思います。基本的に

は、そのとおりなのですが、ではどうし

て 5 本なのでしょう。実はヒトデだけで

なく、ウニやナマコ、ウミユリやクモヒ

トデといった棘皮動物の仲間は、すべて

‘5’を基本にした体のつくりをしていま

す。体の軸のまわりに、同じような構造

が 5 つ並んで体をつくっているのです（

五
ご

放射
ほうしゃ

相称
そうしょう

といいます）。その構造の 1

つ 1 つに 1 本の腕があるために、ヒトデ

の腕は 5本になるわけです。 

 けれど、みなさんもよく知っているオ

ニヒトデはどうでしょうか。図鑑などに

よると、オニヒトデの腕の数は 10～20 本

と様々で、平均すると 13～15 本と書かれ

ています。さて、本当のところはどうな

のでしょう。調べてみました。おととし

の 7～8 月に海の中で見つけた直径 1.3～

12.0cm のオニヒトデ 54 個体の腕の数を全

部数えてみたのです。すると、腕の数は

一番少なくて 9 本、多くて 18 本でした。

54 個体の内訳をみてみると、それぞれの

腕の数の個体数は、腕 9 本が 1 個体、11

本が 1 個体、13 本が 5 個体、14 本が 11
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個体、15 本が 20 個体、16 本が 12 個体、

17 本が 3 個体、18 本が 1 個体でした。つ

まり、15 本のものが一番多く、それより

1 本多かったり少なかったりするものがそ

の半数くらいで次に多いということです。

この結果をみると、どうやらオニヒトデ

も‘5’を基本にした体のつくりのようで

す。ただし、1 つの構造に 3 本ずつ腕があ

るのです（3本×5＝15本ですから）。 

 ここで話を終えられれば、すっきりす

るのですが、生き物の世界はそうはいき

ません。確かに、多くのヒトデの腕は 5

本や 5 の倍数のようなのですが、そうで

ないものがいるのです。例えば慶良間の

海にもたくさんいるルソンヒトデは、ほ

とんどの個体が 6 本腕です（冒頭の写

真：1 個体だけは 5 本腕です）。なぜなの

でしょうか。残念ながら、まだきちんと

調べていないので、ちゃんとお答えする

ことができません。ただし、もしかした

らこのヒトデの増え方にヒントがあるか

もしれないと思っています。というのも、

ルソンヒトデは自分で腕を切って、2 つの

個体に分裂することがあるのです（写真

1）。1 本多い腕は、分裂用の腕なのかも

しれません。 

 ともあれ、なかなかひと筋縄ではいか

ないのが生き物です。けれど、そこには

なにかしらの理由があるのかもしれませ

ん。そうした生き物の都合を考えるのも、

楽しいものです。 

 

●阿嘉島の海より 

 前号のアムスルだよりで、今年のミド

リイシサンゴの産卵は 5 月 22 日の満月よ

り数日あとと 6 月 20 日の満月あたりの 2

回と予想しました。実際には、5 月 28、

29 日と 6 月 19 日の 2 回でした。6 月は予

想通りでしたが、5 月はすこしうしろにず

れました。水温の上がり方がにぶく、さ

らに直前の 5 月 20 日前後に 23℃台まで水

温が下がったのが、産卵が遅れた理由か

もしれないと考えています。また、いつ

もは年に 1 度しか産卵しないことの多い

ウスエダミドリイシが、5 月と 6 月の 2 ヶ

月にわたって産卵したのもめずらしいこ

とでした。ともあれ、5 月 29 日には阿嘉

小学校のサンゴ産卵観察会がおこなわれ、

無事に観察できたのはよかったです。 

 種類は異なりますが、それ以外の日に

もたくさんのサンゴが産卵しました。ま

た、7 月、8 月もさらに産卵を見ることが

できるでしょう。別の機会には、ミドリ

イシ類以外のサンゴの産卵についてお話

できればと思います。 
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